
　第3回定例会が9月29日に終わりました。
この第3定例会の目玉は「決算特別委員会」
です。これは令和4年度の予算執行がちゃん
と行われたのかをチェックし、来年の予算につ
なげる重要な委員会です。確かに予算も大変
重要ですが、審議はすでに出来上がっている
予算案についてですので、それまでの、現在
予算要望を出し終わり、年明け早々に予算原
案が発表される、ここまでが予算に関しては
重要な時期となります。
　今回もインターン生と共に分厚い予算書を
見ながら、若い学生たちがどんな項目に注目
しているのかこちらも勉強させていただきまし
た。毎回、学生たちと一緒に1～ 2問、質問
作りを経験し、時には議場で私が質問する事
もあります。こういった体験を通して、なにか
学んでもらえたらと思います。
　さて、今回の委員会では大きく4点。「平

が10月中旬。その後まとめに入り、翌年1月正月明け早々に
原案が発表されることになります。そして、予算原案でも要望
が満たされていないときに「復活要望」といって、これだけは
再考して！というのもあります。この予算原案から復活要望でど
れだけ来年度の予算に反映されているかしっかりと見守り、確
認するのが3月の予算特別委員会です。
　これからも、逐一みなさんにお伝えしていきたいと思います
ので引き続き区と議員のチェックはよろしくお願いいたします。
※１ 身体、知的、精神等の障害を持つ方のお出かけや、学校送迎等を主に行う支援。
※2 入浴や着替え、家事等を主に行う支援。

和」「福祉」「環境」「教育」を中心に11問行
いました。持ち時間は答弁含め1人53分と決
まっているので、何をどのように質問していく
か、時間を大切に作っていきます。今回一押
しにしたのはズバリ「移動支援（※1）」からです。
少し細かく説明しますが、この移動支援は区
の行っている事業です。そして、国で行って
いる「居宅介護事業（※2）」があります。この居宅、
移動支援を組み合わせることで、障害を持つ
方が、人によりけりですが、必要最低限の生
活を送ることが出来る人もいれば、この事業
があることで、自由に暮らすことが出来る事も
あります。
　今回、取り上げたことをもう少し詳しく説明
します。この移動支援の契約についてですが、
国が行っている居宅介護事業は、契約時に介
護計画作成料として初回加算として支払われ
ます。しかし、区が主体となって行う「移動支

援」の場合は支払われません。つまりタダ働
きです。国同様の介護計画の作成は必須にも
関わらず区はボランティアでね、国は補償しま
すよ、といっているに等しいわけです。電話
を受け聞き取り、アセスメント、契約書作成、
重要事項説明書等を揃えて利用者さんと契約
業務を行います。だいたい全部で3時間ほど
かかります。
　この3時間を重要視しました。国では手当て
を出しているのに、区ではタダ働き？それで
良いのか、と問うたわけです。区側の回答は
厳しいものでしたが「予算要望」も行いました。
　さて、前段で触れた「予算要望」ですが、
決算特別委員会が終わってから出すのが、目
黒区では恒例となっております。各部局が9
月くらいにまとめる、議員からの要望締め切り

学校名決定!　うける!
波夜波夜（ぱやぱや）中学校

　地域の人からすれば関心の高いニュ
ースです。新しい中学校名が決まりま
した。7中および9中が「目黒区立南
中学校」に、8中および11中は「目
黒区立西中学校」に決定しました。き
ちんと過程は踏んだうえで決定したので異論をはさむ余地はありません。
　しかしながら、数が多いから決まった校名ではありません。例えば、「緑
中学校」とか、「自由が丘中学校」という案も多かったです。在校生から
の一番は「波夜波夜（ぱやぱや）中学校」というのが中学生では断トツでした。
校名としていかがか、という意見もあるでしょうが自由な発想です。それ
は大事にしようと思った報告でした。
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　2023年8月から9月にかけて今季も来てくれまし
た。岩崎さんと長谷川さん、共に大学一年生のお二
人です。あまり細かく書くわけにもいかないので、
雑駁な紹介にはご勘弁いただきたいのですが、コロ
ナ禍で学生一人という状況もありましたし、男子学
生の受け入れも久しぶりです。（受け入れについては、
選択肢はありません）
　その二人の振り返りの感想です。（実は長女がこ
の二人と同じ年齢でもあるので、来期は娘に勧めて
みようと思います。）

長谷川さん『インターン活動を通して』
　私は始め、せっかく大学生になったのだからこの時
期にしかできないことをやりたい。そんな漠然とした
考えでこの議員インターンシップに参加しました。
　私はこの二か月間で特に勉強になった、また大切
だと思ったこととして人とかかわることの大切さ、世
代を超えた人と人とのつながり、そして自分自身の
目で見て物事を考えることの大切さについて学びま
した。
　近年コロナ禍において、多くの人とのつながりが
減り、ようやくここ数か月で以前程ではないものの
回復してきたと活動を通して強く感じました。人とつ
ながることで自身は成長でき、またつながりから新

たな考えやインスピレーションをもらえることを知り
ました。
　そして世代を超えたつながりを持つことは、その
方々の考えや人生において大切にしてきたこと、ま
た大切にするべきことを教えてもらう機会が増えるこ
とで確実に自分のためになっていくことを知りました。
　このインターン活動を通して、自分自身の目で見
て物事を判断することの重要性について学びました。
私が議員について行くことを決めた一つに議員への
不信感がありました。近年のニュースは議員の悪い
ニュースが多く、始めはあまりよく思ってはいません
でした。しかし、金井議員は区民との関わりをとても
大切にされていて、いろんな世代の方とお話をする
姿は議員というより一人の優しいお父さんのようで、
金井議員の人柄をよく知ることができました。
　事実、票稼ぎのためにできもしないことをできる
といいうまいこと
当選する人もいる
でしょう。そのよ
うな人に引っかか
らないようにする
ため、自身の目で
見て判断すること
は今後他のことに

ピンポイントで台風、千葉沖
 ➡ 相模湾に泣く泣く変更

　一部では、「釣りバカ三平議員」と揶揄さ
れております。今夏、2ヶ月前より計画して
いた外房のヒラメ釣り。なんとピンポイン
トで台風の影響で出船中止。釣り場を変え
て臨んだ相模湾でしたが、ご覧の通り。娘
は見て、食べて「今度いく！」と息をまいて
います。皆様も良かったら行きませんか？

4年ぶり!
夢とわたがしは大きい方がいい!

本当に久しぶり、みんなが待っていた「自
由が丘女神まつり」われらが自由が丘子ど
も会は2019年までは自由に出店。もちろ
ん商店街の関係者にはお目こぼしをいただ
きつつでございす。お手伝いしてくれた子
どもたちのご褒美は「わたがし」「じゃが
バター」「たまこん」です。大人の楽しみ
は生ビールであるのは間違いない。

インターン生の紹介とドットJPについて

おいても非常に大切になっていくと考えます。
　この長いようで短かったインターン活動を通して学
び、得た経験を無駄にすることがないように自分か
ら積極的に行動をし、大学生活で悔いが残らないよ
うに目標を掲げ、達成できるように努力していきたい
です。

岩崎さん『夏休みに得たもの』
　目黒区の皆様こんにちは。私は8、9月と夏休み
の２ヶ月間、インターンとして金井さんの活動を間近
で見させていただきました。その活動を通して私が
感じたこと、印象に残っていることを2点お伝えした
いと思います。
　まず1つ目は、“政治家”への印象です。
　活動を開始する前に金井さんから「議員の印象っ
て正直どう？」と質問されたことがあり、その時はそ
れに対して「マニフェストが本当に実行されているの
かわからない」と答えました。しかし活動の中で様々
な議会や委員会を傍聴したり朝の駅頭挨拶に同行さ
せて頂いたりしたことで、政治家の方々は一般の私
たちが知らないところで話し合いを積み重ね、日々
暮らしを良くするために働きかけてくださっているの
だということを知りました。例えば金井さんの場合、
小中学校の給食費の無償化をマニフェストのひとつ
として長い間掲げてきて、ついに今秋から実現され
ることになりました。
　それまでは政治家は選挙で当選するためだけに頑
張っているという勝手な偏見を持っていてあまり選挙

に行く意欲が湧かなかっ
たので、今後は政権公約
をよく比較して吟味した
のちに、自分の意見を乗
せて投票へ行こうと思う
ようになりました。
　2つ目は、政治活動、
地域活動に対しての若者
の関心度についてです。
　この課題は社会問題と
もされていますが、若者
のひとりである私でさえ
若年層の関心の薄さに絶望し、自分たちがもっと関
心をもっていかなければいけないと危機感を覚えま
した。選挙に行って自分の思いを候補者に託すこと
もそうですが、区議会等に直接意見を出してみるこ
とも一般人の私たちが政治に関わる上ではとても大
切になってくると思います。
　私がこのインターンで金井さんを選んだきっかけ
は日本の社会福祉の現状をこの目で見て、福祉とは
何なのかを知ることができるかもしれないという魅力
があったからなのですが、正直に言うとこの２ヶ月間
だけでは自分なりの答えを出すことはできませんでし
た。しかしこの活動をしたことによって知的障害者移
動介護従業者養成研修を受講する機会に巡り合うこ
とができましたし、大学に入学した時点では想像すら
していなかった貴重な経験をたくさんすることができ、
とても充実した２ヶ月間でした。

日曜日
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タウンミーティングと勉強会
【介護保険について】

区民センターツアー
　皆さん、区民センターに行ったことはありますか？　私は、議員にな
る前、利用したのは、中学生時代（当時は足立区民で30数年前、目黒
区の友人に誘われて利用）のボウリング場、子育てが始まったときに幼
児用プール、新聞・テレビのメディアについて主催したイベントで区民
センターホールの利用、と数えるほどです。この区民センターが老朽化
を理由に一帯で、新たに建て替わります。2017年から計画が始まり、
5年後の2028年には解体予定です。周到に準備進めつつも課題もあり
ます。この区民センターの建て替えについて、実際にみて一緒に再開発
について考えていきませんか？　目黒区の担当でもある、区の職員も含
め、説明してもらえるようにいたします。当日は現地集合・現地解散です。

　恒例のタウンミーティングです。
支援者の方々と話しあい、今期か
ら勉強会も兼ねてやってみようと
いうことで試行。読者のみなさん

は「障害児・者」について支援しているんだろうな、と
いうのは伝わっていると思います。恥ずかしながら、実
は一番現場を知らないのが高齢福祉です。その介護保険
の世界を勉強しなければいけないと思いました。2024年
に第9期介護保険改正にあたり、少しずつ皆さんと一緒
に理解を深め、課題はなにか、話し合っていきたいと思
います。 日にち：11.23（木・祝）／時間：13：00-16：00／費用：無料

この釣果を見て、食べて釣り気満々!

江ノ島裏側からパチリ!

塩村あやか参議院議員も参加^_^

レインボー綿菓子は夢がある!

国会見学の一幕!

めぐろプレーパークキャラバン隊に参加!


